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Ⅱ　
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7 外国語科目の科目履修免除制度

 1  申請の条件	

◦外国語科目履修を免除し、単位を認定する制度があります。
◦申請できるのは、下表の認定基準をクリアした者です。

科　目　名 認　定　基　準

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

ド イ ツ 語
ドイツ語101
ドイツ語102

ドイツ語技能検定試験（独検） 3 級
およびこれに準ずる検定試験等のレベルで玉川大学
が認めるもの

フランス語
フランス語101
フランス語102

実用フランス語技能検定試験（仏検） 3 級
およびこれに準ずる検定試験等のレベルで玉川大学
が認めるもの

スペイン語
スペイン語101
スペイン語102

スペイン語技能検定試験（西検） 6 級
スペイン語検定D.E.L.E初級
およびこれに準ずる検定試験等のレベルで玉川大学
が認めるもの

中 国 語

中国語101

中国語検定試験（中検）準 4 級
漢語水平考試（中国語能力認定試験） 1 級
およびこれに準ずる検定試験等のレベルで玉川大学
が認めるもの

中国語102

中国語検定試験（中検） 4 級
漢語水平考試（中国語能力認定試験） 2 級
およびこれに準ずる検定試験等のレベルで玉川大学
が認めるもの

芸術教育
学科科目

英 語 英語コミュニケーション
実用英語技能検定（英検）準一級
TOEFL（iBT）　61点　　TOEFL（PBT）　500点
TOEIC Ⓡ　600点

◦この制度で認定できる単位は、在学中 4 単位を上限とします。
◦以下に該当する場合は、申請できません。
　①　履修免除となる科目をすでに修得している場合
　②　過去にこの制度で 4 単位の認定を受けている場合
　③　スコア等の取得日が、申請日の時点で 2 年以上経過している場合

 2  申請の時期	

学　　　期 申　請　期　日

春　学　期 4 月上旬

秋　学　期 10月上旬

　詳細は、学期ごとにUNITAMAで案内します。

申請した科目については、履修登録する必要はありません。

＊TOEFL（ITP）や
TOEIC Ⓡ（IP）など公
的スコアとして認めら
れないものを除く
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 3  単位の認定と成績評価	

　①　申請したセメスターで単位を認定します。
　②　認定の単位は、セメスターの履修上限単位には含めません。
　③　認定の単位は、卒業要件に含めます。
　④　認定単位の評価は「A」とし、GPAに加算します。

 4  申請の手順	

授業運営課で　　　
申請書を受け取る

申請書に　　
必要事項を記入

スコアを取得した証明書（コピー可）
と申請書を授業運営課に提出　

8 履修登録科目の取り消し制度
◦履修登録した科目内容が自分の期待するものと異なっている場合や、自分の関心に変化が生じた

場合に、学期の途中で取り消しできる期間を設定してあります。出席不足で単位を修得できる見
込みがない科目等の取り消しも可能です。

◦卒業には累積GPAが2.00以上必要ですので、「C評価」や「Ｆ評価」の可能性が高い科目を、こ
の期間に取り消す工夫が必要な場合もあります。ただし、むやみに取り消しをすると、履修条件
と警告制度に抵触する可能性がありますので、十分に注意してください。履修取り消しを希望す
る場合には、「学生時間割表」「履修取り消しチェック表」に必要事項を記入し各学部の定める教
員から許可を得たうえで、授業運営課に提出してください。

◦履修登録科目の取り消し期間・手続き方法は、UNITAMAで連絡しますので、見落とさないよう
に注意してください。

9 Ｃ・F評価科目の再履修制度
◦「C評価」、「Ｆ評価」科目は、再履修が可能です。再履修によって、以前の評価を上回る評価が

修得できた場合には、累積GPAを上げることが可能です。ただし、再履修といえども、セメス
ターの履修上限16単位を超えることはできません（成績優秀者の18単位履修制度該当者を除く）。

◦「C評価」の再履修を希望する場合には、「C評価科目再履修願」の用紙に必要事項を記入したう
えで、授業運営課に提出してください。詳細に関しては、ガイダンスならびにUNITAMA等で確
認してください。なお、授業運営課に提出する前に必要に応じて学部の教務担当教員に相談して
ください。

▶外国語科目の科目履修
免除制度申請書
ホームページからも…
ダウンロードできます




